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1．はじめに 

1．1 はじめに 

シーケンス CPU モジュールに異常が発生した場合、モジュール正面の LED やシステムログの確認に 

より、ある程度の異常原因の推測が可能です。 

異常原因の切り分けに重要な情報ですので、異常時は本書で示す項目をご確認いただき、 

取扱説明書（IM34M06P15-01）「シーケンス CPU 機能編（F3SP71,76 対応）PART-A 第 8 章 RAS 機能」 

に記載されているエラーコード表と照らし合わせ、異常原因解析に活用してください。 

また、対策については、使用するモジュール個別の取扱説明書をご確認ください。 

 

1．2 自己診断の基本動作 

シーケンス CPU モジュールは、電源投入時またはプログラム実行中に、各種メモリやプロセッサの

チェック、ラダー命令実行状態のチェック、などの自己診断を行います。 

自己診断による異常が認められると、異常の致命度により異常発生時アクションが自動実行されます。

その状態は LED に表示されます。 

 

1．3 異常発生時の一次確認事項 

異常原因確認のためには、以下の 4 点をご確認ください。 

• モジュール前面 LED の確認      

• シーケンス CPU モジュール内のシステムログの確認 

• 特殊レジスタ/特殊リレーの確認 

• 高機能モジュールのレジスタ/リレー状態の確認 
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2．LED の確認 

2．1 LED の確認 

シーケンス CPU モジュールの健康状態は、モジュール前面の LED に表示されます。LED の種類と 

点灯内容は以下の通りです。 
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■シーケンス処理動作状態表示 

RDY：電源 ON の待機状態。正常時に点灯します。 

RUN：運転状態時に点灯します。 

ALM：軽故障時に点灯します。プログラムは続行可能 

です。 

ERR：中故障時点灯します。プログラムのスタートまた 

は続行ができない状態です。 

電源モジュールよりフェイル信号が出力します。

点灯無：重故障、もしくは電源 OFF 

■SD カードアクセス表示 

SD/SDHC メモリカードの装着状態、またスマート 

アクセス機能の実行状態を表示します。 

■ユーザーLED 

ユーザー任意のタイミングで表示できる LED です。 

■MODE スイッチ番号表示 

MODE スイッチ（ロータリスイッチ）の

位置を表示します。 
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2．2 LED 表示と故障状態 

異常項目（エラー）の致命度により、重故障／中故障／軽故障にランク分けされます。 

 

故障ランクと LED 表示 

故障ランク LED 表⽰ プログラム動作 故障項⽬ 

重故障 RDY 消灯 停⽌ 
• CPU 異常 

• メモリ破壊 

中故障 

RDY 点灯 

RUN 消灯 

ERR 点灯 

停⽌ 

• プログラム異常 

• I/O 照合異常（*1） 

• I/O モジュール異常（*1） 

• メモリ異常 

• CPU 異常 

• 命令エラー（*1） 

• スキャンタイムオーバ （*1） 

• スタートアップエラー 

• 不正命令の検出 

• I/O 点数オーバ 

• サブルーチンエラー （*1） 

• 割込みエラー （*1） 

• サブユニット伝送路エラー（*1） 

• センサコントロールスキャンタイムオーバ （*1）

• バッテリ異常 

軽故障 

RDY 点灯 

RUN 点灯 

ALM 点灯 

運転 

• 瞬停異常 

• CPU 間通信異常 

• サブユニット伝送路切換発⽣ 

• FA リンク異常 

*1： コンフィギュレーション設定で，軽故障または中故障を選択できます。 
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3．システムログの確認 

3．1 システムログとは 

FA-M3 は、異常（ERR/ALM）や電源 ON などの事象を、時刻情報と一緒に CPU に格納しています。  

このログを確認することで、異常内容や発生のタイミングを追跡することができます。 

 

システムログの確認方法は以下の 2 種類があります。 

• FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 による確認 

• SD カードを用いた確認 

 

3．2 FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 による確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‹WideField3 の画面（オンライン）› 

② システムログ画面が展開 

③ 異常内容を確認 
発生日時：2014 年 10 月 30 日 19:06:35 
異常内容：命令エラー 
異常個所：ブロック「COMMAND」 

          命令番号「00086N」 

① システムログをクリック 

WideField3 画面でも 

LED の状態が 

モニタ出来ます。 
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3．3 SD カードを用いた確認方法 

SD カードと MODE スイッチの操作でシステム情報を取得できます。FA-M3 プログラム開発ツール

WideField3 が無い環境でも、システムログを確認できます。 
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 ‹SD カード経由で取得したログファイル› 

■MODE スイッチを用いたメンテナンス機能 

ログ情報の取得の他にも、MODE スイッチ（+SD

カード）には、運転切換えやプログラムのロード/

セーブ等の便利な機能が組み込まれており、パ

ソコンが無い環境でも FA-M3 のメンテナンスが

可能です。 

ちょっと便利な 

⼩技をご紹介

■操作手順 

① SD カードを装着 

② MODE スイッチを「7」に 

MODE スイッチ LED は「4」「2」「1」が点灯 

③ セットボタンを短押し（1 秒以内） 

④ SD カードに保存 SD カード直下の INFO 

フォルダ内に保存 

⑤ パソコン等でファイルを確認 
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4．特殊レジスタ/特殊リレーの確認 

4．1 特殊レジスタ/特殊リレーとは 

特殊レジスタ/リレーとは、FA-M3 の内部状態やエラーなど特定された機能を持つレジスタ/リレーです。

システムログにエラーがロギングされた場合、シーケンス CPU モジュール内の特殊レジスタ（Z）に自己診

断の結果が保存されます。 

また、エラーの内容によって特殊リレー（M）が ON します。これを利用してラダープログラムから異常を

検知することも可能です。エラーメッセージと特殊レジスタ/リレーの関係は、以下をご確認ください。 

 

故障と特殊レジスタ/特殊リレーの関係 
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4．2 特殊レジスタ/特殊リレーの確認方法 

FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 で確認します。共通信号定義モニタから確認できるほか、 

デバイスモニタからも確認することができます。以下は命令処理エラー時の表示例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

‹特殊リレー/特殊レジスタの確認方法› 

デバイスモニタ：特殊リレー 

デバイスモニタ：特殊レジスタ 

共通信号定義モニタ 

■登録デバイスモニタ 

あらかじめ見たいデバイスが決まっている場

合は、登録モニタ機能が便利です。事前に

登録しておけば、毎回見たいデバイスを探

す必要がなくなり、作業効率も向上します。 

⾒たいデバイスを事前に登録 

ちょっと便利な 

⼩技をご紹介
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4．3 その他のデバイス確認方法 

特殊リレー/レジスタ同様に他のデバイスもモニタ可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‹デバイスデータの確認方法› 

特殊リレー/レジスタと同様です。 
モニタしたいデバイスをクリックしてください。 

ちょっと便利な 

⼩技をご紹介

■吹き出しコメント/モニタ 

デバイスをモニタする際、毎回モニタウィンドウ

を開くのは手間ではないですか？決まったデ

バイスであれば、ラダー上に付箋のようにモニ

タ画面を表示することができます。ラダープロ

グラムの動きと連動した値を見る時にとても便

利な機能です。 

付箋感覚でラダー上にデバイスをモニタ 

メモ書きとしても使えます 
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5．高機能モジュールモニタ 

5．1 高機能モジュールモニタとは 

温度調節・PID モジュールや位置決めモジュールのような高機能モジュールは、自己診断機能を持っ

ており、異常発生時にはエラー情報を自モジュールのレジスタやリレーに格納します。 

高機能モジュールモニタとは、このような高機能モジュールのレジスタやリレーを直接モニタする機能で

す。モニタだけのために、プログラムでデータを読み込む必要が無くなるため、大変便利な機能です。 

 

5．2 高機能モジュールレジスタの確認方法 

FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 のオンライン画面で、画面左側のモジュール構成からモニタ

したいモジュールを右クリックし、高機能モジュールレジスタモニタか入出力リレーモニタ※を選択してくだ

さい。選択したモジュールの持つ、レジスタやリレーがモニタできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入出力リレーモニタがグレーアウトしているモジュールはリレーを持っていません。 

 

F3AD08 内部レジスタ 

構成モジュール一覧 

‹高機能モジュールモニタの確認方法› 

（F3AD08/F3HA12 のレジスタモニタ例） 

F3HA12 内部レジスタ 
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5．3 主要モジュールのエラーコード格納場所 

 
※本リストに未掲載モジュールは、該当モジュールの取扱説明書をご確認ください。 

※エラーコードの詳細は、各モジュールの取扱説明書をご確認ください。 

※復帰方法は、各モジュール、エラー内容毎に異なります。詳細は、各モジュールの取扱説明書をご確認ください。 
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6．デバイスのリアルタイムモニタ 

6．1 Live Logic Analyzer（ライブロジックアナライザ）機能とは 

デバイスデータの変化をリアルタイムにモニタしたい時は、 

FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 の「Live Logic Analyzer 

（ライブロジックアナライザ）機能」が便利です。 

スキャン毎のデバイスの変化をオシロスコープライクにモニタ/収集 

できるので、エラー状態を引き起こす信号を特定したい時に有効です。ワンショットだけでなく、ヒストリカル

に課題前後の変移が見えるので、原因解析に効果を発揮します。 

 本機能は、WideField3 R3.01 以降と F3SP71-4S/F3SP76-7S/F3SPV9-7S（Rev.4 以降）の組合せで

使用できます。これ以外の組合せでは使用できませんのでご注意ください。 

 

6．2 Live Logic Analyzer（ライブロジックアナライザ）機能の使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①Live Logic Analyzer の起動   

設定画面 

②デバイスの登録   

③トレース条件の設定  

① 

② ③ 
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④トレースの開始  

スタート/ストップ 

デバイス状態を 
リアルタイムにモニタ  

⑤トレースデータの保存  

トレースデータは専用形式（*.rttd）と

CSV 形式で保存できます。 

収集後、Live Logic Analyzer で 

トレースデータを解析する場合は、

*.rttd 形式で保存してください。 

‹ CSV 形式の保存例 › 

ちょっと便利な 

⼩技をご紹介 

■ドラッグ＆ドロップで登録 

モニタするデバイスはラダープログラムから

ドラッグ＆ドロップでも登録できます。 

見たいデバイスを選択し、「Alt」キーを押しな

がら、左クリック状態で、トレース設定画面に

ドラッグしてください。 
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6．3 収集データの確認方法 

専用形式（*.rttd）のファイルを開いてください。トレースしたデータが表示されます。 

2 点間計測や最大/最小/平均値表示、ユーザマーカー※など、解析に役立つ便利な機能を備えていま

す。 

※トレースしているデバイスが設定した状態になると、グラフ上に「U」マークを表示する機能。 

トレース点数が多い時、着目している波形の周期が大きく違うなど、見つけたいデバイス状態が探しにく

い場合に有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Live Logic Analyzer を使用した場合も、制御（スキャンタイム）への影響は最小限です。 

 

 

 

 

 

‹ 解析の例 › 

拡大表示 

ユーザマーカー 

詳細表示 

ユーザマーカー 

詳細表示 

2 点間計測 
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